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南
北
に
長
い
嵐
山
町
の
最
北
部
に
位

置
す
る
古
里
２
区
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

東
に
熊
谷
市
（
旧
江
南
町
）、
西
に

小
川
町
、
北
に
深
谷
市
（
旧
川
本
町
）、

そ
し
て
寄
居
町
と
２
市
２
町
に
隣
接

し
、
昔
か
ら
他
地
区
と
の
交
流
の
深
い

地
域
で
、
県
道
小
川･

熊
谷
線
が
東
西

に
走
り
、
小
川
、
熊
谷
を
生
活
圏
に
し

て
お
り
ま
す
。
我
が
地
区
古
里
で
誇
れ

る
も
の
に
郷
土
芸
能
が
二
つ
有
り
ま
す
。

一
つ
は
元
禄
年
間
よ
り
伝
承
し
て
い
る

獅
子
舞
、
も
う
一
つ
は
夏
の
八
坂
神
社

の
例
大
祭
天
皇
様
で
す
。
い
ず
れ
も
近

代
化
の
波
に
押
さ
れ
、
後
継
者
問
題
等

で
存
亡
の
危
機
も
何
度
か
有
り
ま
し
た

が
、
町
当
局
、
地
域
住
民
の
協
力
に
よ

り
現
在
も
盛
大
に
挙
行
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
今
年
も
７
月
に
古
里
２
区
と
向
井

地
区
に
よ
る
天
皇
様
が
挙
行
さ
れ
、
囃

子
保
存
会
の
皆
さ
ん
の
お
囃
子
と
共
に

神
輿
が
若
い
衆
の
手
で
地
区
全
域
を
練

り
歩
き
、
五
穀
豊
穣
と
家
内
安
全
を
祈

願
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
10
月
に
は
、

古
里
全
域
の
お
祭
り
と
し
て
秋
の
例
大

祭
に
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
る
予
定
で
す

が
、
こ
の
獅
子
舞
に
は
私
も
役
者
の
一

人
と
し
て
末
席
を
汚
し
て
お
り
ま
す
。

獅
子
舞
も
昔
は
嵐
山
町
に
お
い
て
各
地

に
有
っ
た
よ
う
で
す
が
、
残
念
な
が
ら

現
在
は
唯
一
古
里
の
み
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
か
し
我
が
地
区
で
は
、

「
こ
の
長
い
伝
統
と
歴
史
の
あ
る
獅
子

舞
を
自
分
達
の
代
で
途
切
れ
さ
せ
た
く

な
い
」
と
い
う
思
い
で
、
子
供
会
の
ご

父
兄
の
皆
様
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
仰

ぎ
、
小
学
生
以
上
の
子
供
さ
ん
を
中
心

に
伝
承
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
、
古
里
２
区
の
一
端
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
達
広
野
２
区
は
、
春
に
は
鶯
の
声

で
目
覚
め
、
夏
に
は
里
山
に
国
蝶
オ
オ

ム
ラ
サ
キ
が
舞
い
、
秋
に
は
虫
の
合
唱

を
聞
き
な
が
ら
眠
り
に
つ
く
、
そ
ん
な

自
然
豊
な
緑
に
囲
ま
れ
た
１
６
０
軒
ほ

ど
の
小
さ
な
集
落
で
す
。
通
称
文
化
村

と
呼
ば
れ
、
徳
川
夢
声
氏
の
命
名
と
云

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
東
京
渋
谷
の
文
化

村
と
は
正
反
対
の
環
境
に
な
り
ま
す
。

世
帯
主
の
殆
ど
が
東
京
を
始
め
、
都
会

に
通
勤
を
し
て
い
る
都
会
人
の
集
ま
り

で
す
。
平
成
４
年
に
広
野
１
区
よ
り
独

立
、
今
年
で
自
治
会
発
足
21
年
目
を
迎

え
ま
す
。

　
私
達
の
一
つ
目
の
自
慢
は
、
毎
週
土

曜
日
に
区
内
か
ら
県
道
ま
で
、
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。
防
犯
と
地

域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
兼

ね
て
の
活
動
で
す
。
昨
年
は
４
町
村
で

つ
く
る
小
川
地
区
地
域
安
全
推
進
大
会

に
於
い
て
、
広
野
２
区
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

が
表
彰
を
う
け
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
８
月
に
文
化
村
ふ
れ
あ

い
夏
祭
り
、
12
月
に
は
餅
つ
き
会
が
、

住
民
と
近
隣
の
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
催
し
と
し
て
、
定

着
し
て
き
た
こ
と
で
す
。
特
に
今
年
の

夏
祭
り
は
若
い
人
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
お
手
伝
い
を
頂
き
、

近
年
に
無
い
賑
い
を
見
せ
ま
し
た
。
小

さ
な
祭
り
で
す
が
、
広
野
２
区
出
身
の

若
者
達
に
と
り
、
子
供
だ
っ
た
頃
の
懐

か
し
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
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　普段の生活のちょっとした困り事などを、有償ボランティアの方に手助けしていただく「地域
支え合いの仕組み」です。

町内に居住し、事業趣旨にご理解の上
お手伝いができる方

【ご利用方法】
①社会福祉協議会に、協力会員の登録をお
　願いします。
②サービス依頼の中からご希望に合うお仕
　事を紹介します。
③サービスを行った際、利用券を利用会員
　から受け取ってください。
④利用券２枚を地域商品券１枚（500円分)
　に交換し、町内の協力店にてお買い物に
　ご利用ください。

町内に居住し、支援が必要な概ね
65歳以上の高齢者

【ご利用方法】
①社会福祉協議会に、利用会員の登録を
　お願いします。
②サービス利用券を事前に購入してくだ
　さい。（30分300円）
③サービスを受けた際、利用券を協力会
　員に渡してください。

　嵐山町商工会では、本サービス事業に使用さ
れる地域商品券のデザインを大妻嵐山高等学校
美術部にお願いし、３作品ご提供頂きました。
このデザインは、地域商品券に使用されます。

※広報嵐山８月号、９月号にも関連記事を
　掲載しております。

問合せ・会員登録
社会福祉協議会　☎62-0723

左から 林真鈴さん、鈴木菜央さん、鈴木紗里菜さん

利用会員 協力会員

利用会員・協力会員
随時募集中です !!

地域商品券のデザイン画を
作成いただきました
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